
表
紙
作
品
解
説

　
笹
本
理
桜 

作
「
冬
な
の
に
真
夏
な
」（
Ｆ
４

号
、
日
本
画
）：
人
文
学
科
四
年
生
の
笹
本
さ
ん
が
、
三

年
生
の
絵
画
実
習
（
日
本
画
）
で
制
作
し
た
作
品
で
あ
る
。
ひ
と
き
わ
集
中
し
て
粘
り
強
く
制
作
す
る
学

生
さ
ん
で
、
印
象
深
か
っ
た
。
画
題
は
各
自
自
由
に
し
た
が
、
今
日
ど
う
し
て
も
写
真
な
ど
に
頼
る
人
が

多
い
中
、
彼
女
は
モ
テ
ィ
ー
フ
と
す
る
生
花
を
教
室
に
持
参
し
、
よ
く
味
わ
い
な
が
ら
丁
寧
に
写
生
を
す

る
の
で
あ
る
。
そ
の
写
生
は
、
花
び
ら
の
微
妙
な
か
た
ち
、
葉
や
茎
の
線
を
丁
寧
に
追
い
、
花
へ
の
愛
情

に
あ
ふ
れ
る
も
の
で
、
大
変
に
感
性
の
敏
活
な
方
だ
と
感
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
四
年
生
に
な
る
と
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
「
美
術
実
習
」
を
履
修
さ
れ
、
色
々
話
す
よ
う
に
も
な
っ
た
。

聞
い
て
み
れ
ば
、
中
学
校
の
時
は
学
校
に
行
き
に
く
い
時
期
も
あ
っ
た
と
い
う
。
塾
な
ど
に
も
通
い
高
校

進
学
、
そ
し
て
文
学
も
美
術
も
学
べ
る
跡
見
へ
の
進
学
を
決
め
た
と
い
う
。
実
に
成
績
優
秀
な
勤
勉
な
学

生
で
あ
る
。
感
性
の
敏
活
さ
ゆ
え
、
な
か
な
か
生
き
に
く
い
こ
と
も
あ
る
現
代
に
あ
り
な
が
ら
、
心
静
か

に
、
モ
テ
ィ
ー
フ
や
画
材
、
自
身
の
〝
心
〞
と
対
話
を
す
る
「
美
術
」
に
は
《
心
を
解
放
す
る
力
》
が
あ

る
と
思
わ
せ
て
く
れ
た
。
本
人
曰
く
、『
跡
見
の
美
術
は
《
心
の
居
場
所
》』
な
の
だ
そ
う
で
あ
る
。

 

（
柴
田
眞
美
）


